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令和７年１２月５日 

                                 （２０２５年） 

保護者のみなさま 

                        吹田市立東山田小学校 

                        校 長   岡田 憲幸 

 

 

令和７年度 全国学力・学習状況調査の分析について 
 

 本年度、６年生を対象として「令和７年度全国学力・学習状況調査」を実施し、８月下旬に個人

ごとの結果をお返ししました。また吹田市でも、今回実施した調査結果の概要を吹田市のホーム

ページを通じて公表しております。 

 この調査は小学校の最終学年のみを対象とした調査であり、教科は国語、算数、理科に限られ、

測定されたものは学力の一部であり、学校における教育活動の一側面に過ぎません。そのことを

まず踏まえつつ、調査によって得られた課題を明らかにし、その改善に全力を注ぐことが、調査

本来のねらいであると考えています。 

 対象となった６年生には、よりきめ細やかな指導ができるよう取組みを進めるとともに、学校

全体として課題に応じた学力向上につながる具体的な指導法の工夫改善も図ってまいります。各

ご家庭におかれましても、以下の分析結果をもとに、今後の家庭学習の指針として、参考にして

いただきますようお願いいたします。 

 

 

１ 教科に関する調査の分析 

 

 

●国語《概要》 
☆平均正答率は全国値を上回っている。 

☆記述式問題では、無回答率が全国値よりも少なく、意欲的に取り組んでいるが、複数の選択式

問題では、無回答率が全国値を上回っている。 

☆基本的、基礎的な国語に関する知識、技能が身についていると考えられる。 

 

《各領域における成果と課題》 

言葉の特徴や使い方に関する事項 

・文章の中のことばを漢字に書き直す問題では、無回答も少し見られたが、すべての問題で平

均正答率が全国値を上回っている。 

情報の扱い方に関する事項 

・結果から、大阪府や全国と比較しても平均正答率が全国値を大きく上回っている。このこと

から、資料から情報を読み取る問題では、的確に情報を読み取れることができている。また、

無解答の割合は全国並みである。 

我が国の言語文化に関する事項 

・平均正答率は全国値を上回っている。全国値と比べると無回答率が高い。 

話すこと・聞くこと 

・平均正答率は全国値を上回っている。話し手の考えと比較しながら、自分の考えをまとめる

ことができている。 

書くこと 

・無回答率が全国平均を下回っている。書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで段落を

つくったり、段落相互の関係に注意したりして、文章の構成を考えること、図表などを用い
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て、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することをみる問題では、平均正答率は全

国値を下回っている。 

読むこと 

・読み取り問題では、平均正答率は全国値を下回っている。特に、時間的な順序や事柄の順序

など考えながら、内容の大体を捉えること、事実と感想、意見などの関係を叙述を基に押

さえ、文章全体の構成を捉えて要旨を把握することをみる問題では、平均正答率は全国値

を下回っている。 

 

《国語科における今後の指導改善点》 

14問中9問で全国の平均正答率を上回っており良好と考えている。しかし、無回答率は14問中

8問で全国値を上回って、課題があると考えている。特に、学年別漢字配当表に示されている漢

字を文の中で正しく使うことができるかどうかを問う問題は全国値を大きく上回っており、基

礎学力がしっかりと定着していることがうかがえる。今後も、児童が自らを評価しながら学習

を主体的に進めることができるよう取り組みを進めていきたい。 

  

 

●算数《概要》 
☆平均正答率は、全国値を上回っている。 

☆無回答率が全国値より高く、最後まで問題に取り組むことに課題がある。 

☆基本的、基礎的な算数に関する知識、技能が身についていると考えられる。 

 

《各領域における成果と課題》 

数と計算 

・全体としては、平均正答率は全国値を上回っている。分数の加法についてをみる問題のみ平均

正答率が全国平均値を下回っている。 

図形 

・全ての問題で平均正答率は全国値を上回っている。しかし、図形の面積の求め方を式や言葉を

用いて記述できるかどうかを見る問題では、平均正答率は全国値を上回っているが、平均正

答率が低く、また無回答もあり課題がみられた。 

測定 

・全ての問題で平均正答率は全国値を上回っている。特に記述問題では、平均正答率は全国値 

を大きく上回っている。 

変化と関係 

・全体としては、平均正答率は全国値を上回っているが、「10%増量」の意味を解釈し、「増量

後の量」が「増量前の量」の何倍になっているかをみる問題のみ、平均正答率は全国値を下

回っている。 

データの活用 

・全体としては、平均正答率は全国値を上回っているが、目的に応じて適切なグラフを選択して

出荷量の増減を判断し、その理由を言葉や数を用いて記述できるかどうかをみる問題では、

平均正答率は全国値を下回っている。 

 

《算数科における今後の指導改善点》 

全ての領域で全国の平均正答率を上回っており、良好な結果となった。しかし、無回答率が全

国値を上回っており、意欲的に思考し最後まであきらめずに問題を解くことに課題がある。今

後も児童の意欲的な学習を支援しながら、個別最適な学びを通して自分の考えをしっかりと持

ち、協働的な学びを通し思考力、判断力を育む指導に力を入れていきたい。 
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●理科《概要》 
☆平均正答率は、全国値を下回っている。 

☆無回答率が全国値より高く、最後まで問題に取り組むことに課題がある。 

 

《各領域における成果と課題》 

「エネルギー」を柱とする領域 

・平均正答率は全国値を下回っている。 

・電気の回路のつくり方について、実験の方法を発想し、表現することができるかどうかをみ 

る問題では、平均正答率は全国値を大きく下回っている。 

・電磁石の強さは巻き数によって変わることの知識が身についているかをみる問題では、平均

正答率は全国値を大きく上回っている。 

 「粒子」を柱とする領域 

・平均正答率は、全国値と同じであった。 

・身の回りの金属について電気を通すもの、磁石に引き付けられるものの知識が身についてい

るかをみる問題では、平均正答率は全国値を下回っている。 

「生命」を柱とする領域 

・平均正答率は全国値を下回っている。 

・特に、植物のつくり、適切な観察方法、発芽といった成長の過程からわかることをみる問題

では、平均正答率は全国値を大きく下回っている。 

・発芽条件を調べる実験においては、平均正答率は全国値を上回っている。 

「地球」を柱とする領域 

・平均正答率は全国値をやや下回っている。 

・特に、陸から海への水の動きについての問題では、平均正答率は全国値大きく下回ってい

る。 

 

《理科における今後の指導改善点》 

4つの領域中3つの領域で全国の平均正答率を下回っており、課題が大きいと考えている。ま

た、無回答率も全国値を上回っており、意欲的に思考し最後まであきらめずに問題を解くこと

にも課題がある。今後も、児童が意欲的に学習に取り組めるように指導方法を改善するととも

に、確かな知識・技能の定着とより深い思考力、判断力を育む指導を進めていきたい。 

 

 

２ 生活習慣や学習環境等に関する調査の傾向（児童質問紙の結果から） 

 

＊生活習慣・規範意識について 

・「朝食を食べていますか」の項目では、肯定的な回答は高いものの全国値を下回っている。 

・「毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか」「毎日、同じくらいの時刻に起きていますか」の

項目では、全国値を上回っている。 

・「自分には、よいところがあると思いますか」の項目では、全国値を大きく上回っている。 

・「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか」の項目では、全国値を上回

っている。 

・「困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか」の項目で

は、全国値を上回っている。 

・「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」の項目では、全国値を上回

っている。 

・「将来の夢や目標を持っていますか」の項目では、全国値を大きく下回っている。 

・「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか」の項目では、全国値を下回って
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いる。 

 

＊学習について 

・「国語の授業で、先生は、あなたの学習のうまくできていないところはどこか伝え、どうしたら 

うまくできるようになるかを教えてくれていますか」の項目では、全国値を大きく上回ってい

る。 

・「自然の中や日常生活、理科の授業において、理科に関する疑問を持ったり問題を見いだした

りしていますか」の項目では、全国値を大きく上回っている。 

・「国語の勉強は好きですか」の項目で肯定的な回答は、全国値を大きく上回っている。 

・「算数の勉強は好きですか」の項目で肯定的な回答は、全国値を大きく下回っている。 

・「理科の勉強は好きですか」の項目で肯定的な回答は、全国値を大きく下回っている。 

 

３ 課題及び今後の取り組み 
 

本調査の結果から、児童の学力は、国語と算数については全国値を上回っており、基礎基本の

力が身についている児童が多く、学習に対して意欲的に取り組むことができているといえます。

今後も、主体的に、自分の思いや考えから計画を立て調べたり創作したりする学習を大切にし、

児童が自らを評価しながら学習を進めることができるよう取り組みを進めます。 

児童質問紙の結果からは生活習慣・規範意識に関する項目について概ね全国値を上回ってい

ます。本校では、指導上の課題として、いじめ防止についても継続的に取り組みを進めており、

児童のいじめ防止に対する意識も高い結果となっていますが、その知識をいかに自分事として

捉え、学校生活をより良いものにしていくかが大きな課題です。今後、さらに、いじめ防止授業

の推進やデイケンの活用も併せて取り組みを進めていきたいと考えています。 

また、GIGA スクール構想の取り組みを進めてきた成果として、学習時にタブレットを活用す

る学習スタイルが定着してきています。しかし、その反面、タブレットを長時間使用してしまう

など、課題も出てきています。吹田市ではデジタルシティズンシップ教育を推進しているとこ

ろではありますが、タブレットとどのように付き合っていくのかも含めて、今後検討していき

たいと考えています。 

最後に、東山田小学校すべての子どもたちが、「学校へ行くのが楽しい」「勉強が楽しい」と

感じ、笑顔で学校生活を送ることが大切だと考えています。今後も全職員で子どもたちの笑顔

が溢れる学校づくりに努めます。 

 

今後とも、本校教育活動に対し、保護者の皆様のご理解とご協力をいただきますよう、よろし

くお願いいたします。 


